
平和のシンボル、金魚が泳ぐ城下町。 
 
 
 
 
 

 
 

大 和 郡 山 市   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【定例】 

○  １１～１２月分 行事予定 

 

 

○  第 18 回 「やまとこおりやま人権フェア」について （人権施策推進課） 

 

 

○  「郡山城天守台プロジェクションマッピング」の開催 （都市計画課） 

 

 

○  「第 8 回 水木十五堂賞」受賞者発表及び授賞式について （企画政策課） 

 

 

○  令和 2（2020）年 4 月から 

「大和郡山市パートナーシップ宣誓制度」を導入します （人権施策推進課） 

 

 

・その他 

 

【臨時】 

○  令和元年 第 4 回 市議会定例会 議案 

大和郡山市 定例 兼 臨時記者会見 
 (令和元年 １１月) 

 
日時： 令和元年１１月２８日(木) 

     １３時００分～ 

場所： 大和郡山市役所 

     ２階 ２００会議室 



記者会見／クラブ配付  <この用紙を含め、(   )枚 送付します> 
 

宛 先：  大和郡山市政 記者クラブ 各位 

 

 

 

報 道 資 料 
 

    

 件 名 
 
第１８回「やまとこおりやま人権フェア」について 

 
日 時 

・場 所 

令和元年１２月７日(土) １３：００～１５：１５（予定） 

ＤＭＧ ＭＯＲＩ やまと郡山城ホール 小ホール 

 

           

     

 

 

 

 

 

 

 

 

概 要 

 

 

 

 

 

 

 

（趣旨） 

  国連が１９４８年１２月１０日の第３回総会で、基本的人権尊重の普遍的な原

則を定めた「世界人権宣言」が採択されたのを記念し、１９５０年第５回総会に

おいて、１２月１０日を「人権デー」と定め、毎年、この「人権デー」を最終日

とする１週間を「人権週間」と定めています。この「人権週間」にあたり、あら

ためて人権問題に理解を深め、人権意識を高めていただくとともに、サブテーマ

でもあります「人と人とが互いに支え合うことのできる人権のまちづくり」の実

現を目指すことを目的に開催するものです。 

 

（内容） 

 ・第１８回人権ショートレター入賞者発表・最優秀賞、優秀賞の朗読 

・太鼓演奏 矢ッターキッズⅡ（矢田小学校） 

・ダンス披露 奈良県立ろう学校ダンス部  

   今回から新たに奈良県立ろう学校ダンス部の皆さんに参加していただき

ます。ダンス部のメンバーは聴覚障害を持っているにもかかわらず、カウン

トに合わせてリズムをとるなど、工夫をして日頃から一生懸命練習に取り組

んでおられます。日頃の練習の成果を披露していただきます。 

 

・講演  

  講 師 第５代WBC女子世界フライ級チャンピオン 真道 ゴーさん 

  演 題「自分らしく生きる」 

  プロフィール   

   性同一性障がいとして生まれ、悩み続け、そんな自分を受け入れられず、

一度は命を絶とうと考えたこともあった。自分は一体どうやって生きていけ

ばいいのか？そんな時、自分自身の性同一性障がいを家族に打ち明けた。そ

の時母親は・・・「男とか女とか関係ない。あんたは一人の人間!!先のこと

なんか考えず、今を一生懸命生きやん人間に先の光も明るい未来もない!!」

と・・・母の言葉に救われ、前向きに生きて行こうと決めた時に出会ったの

がボクシング!! 

   世界チャンピオンは夢と言うより、絶対に成し遂げ、人として成長し、力

強く胸を張って生きていく証でもある。その純粋で前向きな姿は多くの人た

ちに感動と勇気を与え、希望を抱かせてくれる。 

 ・人権相談所 

   

    

問合せ 

      

 

大和郡山市市民生活部人権施策推進課 ０７４３－５３－１５５８ 

         

奈良県大和郡山市 

   令和元年１１月２８日 

  
 
 
 
 
 
 
 



※午前１１時現在で警報が発令されている場合は中止です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９（令和元）年 

1２／７（土） 

DMG MORI やまと郡山城ホール 

          小ホール 

１３：００～ （受付１２：３０） 

 

☆第１８回人権ショートレター入賞者発表 

最優秀賞・優秀賞の朗読 

☆ダンス披露 奈良県立ろう学校 ダンス部 

☆太鼓演奏   

矢ッターキッズⅡ 

☆第１８回人権ショートレター入賞者作品 

小ホール前にて展示 

☆人権相談所 

DMG MORI やまと郡山城ホール  

２階 会議室Ａ 

１０：００～１２：００ 

※予約不要 

 

人権フェア 
 

プロフィール 

性同一障がいとして生まれ、悩み続け、そんな自分を受け

入れられず、一度は命を絶とうと考えたこともあった。 

自分は一体どうやって生きていけばいいのか？そんな時、

自分自身の性同一性障がいを家族に打ち明けた。その時

母親は・・・「男とか女とか関係ない。あんたは一人の人

間！！先のことなんか考えず、今を一生懸命生きやん人

間に先の光も明るい未来もない！！」と・・・母の言葉に救

われ、前向きに生きて行こうと決めた時に出会ったのがボ

クシング！！ 

世界チャンピオンは夢と言うより、絶対に成し遂げ、人として

成長し、力強く胸を張って生きていく証でもある。その純粋

で前向きな姿は多くの人たちに感動と勇気を与え、希望を

抱かせてくれる。 

 
株式会社真道 代表取締役 
 
 

入場無料 

「 自 分 ら し く 生 き る 」 

第５代ＷＢＣ女子世界フライ級チャンピオン 



記者会見／クラブ配付  <この用紙を含め、(   )枚 送付します> 
 
 

 

 奈良県大和郡山市 
 

令和元年１１月２８日 

報 道 資 料 

 
件 名 

 
「郡山城天守台プロジェクションマッピング」の開催 

日 時 令和元年１２月２１日（土） 

１部 １７時～１８時３０分 ２部 １８時４５分～２０時１５分 

場 所 郡山城跡・常磐郭 

概 要 

（趣旨） 

 普段と異なる視点から天守台をはじめとする郡山城の壮大な石垣を体感してもら

うため、映像と音楽によって郡山城の歴史を表現する「３Dプロジェクションマッピ

ング」を実施します。実施にあたっては、「教育研究の成果を社会還元する機会づく

り」「地域活性化に寄与する若者の人材育成」を通し、大和郡山市の地域活性化に寄

与する事業を相互に協力して実施することを目的として締結された市・阪南大学・奈

良工業高等専門学校による地域連携事業に関する連携協定の成果として、学生が企

画・制作したプロジェクションマッピングを披露します。 

（主催） 

 郡山城にぎわいづくり実行委員会 

（内容）（各部共通） 

①歴史講演（３０分）②天体講義（３０分） 

③プロジェクションマッピング（１５分） 

※その他、天体観測コーナー、模擬店（豚汁・キッチンカーなど。実費負担）を催

します。 

（参加費） 

 無料 

（定員） 

 ２６０人（各部１３０人） 

※特別観覧スペースを設けます。１１月２９日（金）まで特別観覧スペースでの観

覧申込を行っています。（別紙資料参照） 

 ※一般の方は、特別観覧スペースの周辺から観覧いただくことができます 

 ※雨天時は１部・２部合同、時間を１５時～１６時３０分に変更し、DMGMORIやま

と郡山城ホール小ホールでの開催となります。一般の方の入場はできません。 

 

問合せ 大和郡山市 都市建設部 都市計画課  

電話 ０７４３－５３－１１５１（内線６３３） 

 
 



「郡山城天守台プロジェクションマッピング」特設観覧スペース申込について 

 

申込条件＝市内在住・在勤の人 

定員＝260 人（各部 130 人）※１部・２部完全入替制。 

申込方法＝ハガキの宛名面に①住所②名前を記入して、11 月 29 日（金）までに都市計画課へ

持参。郵送の場合は、往復ハガキの往信面に①住所②名前（ふりがな）③年齢④電話番号⑤１

部・２部の希望順位⑥同伴者の有無を記入して、都市計画課宛に 11 月 29日（金）17：00必着。12

月 3 日（火）10：00 に都市計画課窓口にて公開抽選し、ハガキで結果を通知します。 

 

※同伴者（中学生以上）がある場合は１人まで可とします。 

※観覧場所は全席指定となり、当選の場合は結果通知ハガキに席番号を記載します。 

※雨天時でも参加可能であることをお願いします。時間と場所が変わるので注意してください。 

※市外から在勤の人は、勤務先の住所・会社名を記入してください。 

 





記者会見／クラブ配付  <この用紙を含め、(   )枚 送付します> 
 

宛 先：  大和郡山市政 記者クラブ 各位 

 

 

令和元年１１月２８日 

報 道 資 料 
件  名 「第８回 水木十五堂賞」受賞者発表及び授賞式について 

授 賞 式 

日時・場所 

令和２年２月８日(土)  午後１時３０分～ 

  （受付：午後１時～） 

ＤＭＧ ＭＯＲＩ やまと郡山城ホール         

概 要 

大和の歴史や文化など幅広い分野に関する蒐集と博識から、いつしか「大和の

水木か、水木の大和か」と呼ばれ、大和を代表する研究者、文人であり、本市に

縁のある偉大な先人である水木要太郎（十五堂は雅号）の功績にちなみ、歴史、

伝統文化、自然など様々な分野において、蒐集を行うとともに博識をもって社会

に貢献した人物を表彰します。（平成２４年度から創設。） 
水木十五堂賞選考委員会〔千田 稔 委員長（奈良県立図書情報館長）〕により、

第８回受賞者は、講談師として活躍されるかたわら、近代文学に大きな影響を与

えたにもかかわらず、埋もれてしまっていた講談の速記本を約 50年かけて蒐集

され、解説本の出版やその研究によって博士号を取得されるなど、幅広く活躍さ

れている四代目 旭堂南陵 氏に決定しました。 
 

 授賞式の概要は、 

・授賞式（賞状、記念品、副賞(５０万円)の授与） 

・受賞記念講演（四代目 旭堂 南陵 氏） 

・記念座談会（予定） 

四代目 旭堂南陵 氏 

神崎 宣武 （旅の文化研究所長） 

岡本 彰夫 （奈良県立大学客員教授） 

武田 佐知子（大阪大学名誉教授） 

上 田  清 （大和郡山市長） 

 

参加希望者は、住所・名前・電話番号・参加人数（３名まで）を電話・FAX・
メールにて下記へ。大和郡山市ホームページからも申込可能。 
（申込み受付は、１２月９日（月）から開始。） 
［参加費無料・要申込み］ 
TEL：0743-53-1160  FAX：0743-53-1049   
E-mail：mizuki@city.yamatokoriyama.lg.jp 
https://www.city.yamatokoriyama.nara.jp/ 

 

【主催 水木十五堂賞運営協議会、大和郡山市、大和郡山市教育委員会】 

問合せ 
大和郡山市 総務部 企画政策課  担当：渡辺 

     TEL 0743-53-1160  FAX 0743-53-1049 

奈良県大和郡山市 



（別紙） 

 

 
よだいめ    きょくどう  なんりょう 

四代目 旭堂 南陵  

 
 
 
１９４９年、堺市にて生まれる。 
１９６７年、近畿大学入学と同時に旭堂南陵に師事。 
１９７３年、大阪府立大学、大学院修士課程修了農学修士。 
１９７８年、「旭堂小南陵」襲名。真打ち昇進。 
２００６年、三代目旭堂小南陵から四代目「旭堂南陵」を襲名。 
２０１１年、寄席芸人初の博士号取得（大阪芸術大学） 

 
《受賞歴》 
 
１９８０年、松尾芸能大賞新人賞 
１９８２年、大阪文化祭奨励賞 
１９８５年、講談奨励賞   １９８５年、国立花形若手金賞 
１９８７年、大阪府民劇場奨励賞 
１９９９年、上方お笑い大賞審査員特別賞 
２００１年、芸術祭優秀賞 
２００４年、大阪文化祭賞グランプリ 
２０１１年、芸術祭大賞 受賞 
 



《選考理由》 
 
近代文学に大きな影響を与えたにもかかわらず、埋もれてしまっていた講談の速記本を約 50 年かけて蒐

集され、解説本の出版やその研究によって博士号を取得され、大阪芸術大学の客員教授も務められるなど、

幅広い活躍及び研究が高く評価されている。 
 
 
《四代目 旭堂 南陵 氏 受賞コメント》 
 
この度は水木十五堂賞を授与くださり、本当に嬉しい限りです。芸に関しては、芸術祭大賞等多く受賞し

ていますが、私自身の博士論文にスポットを当てていただいた事は、無上の喜びです。 

 講談の速記本は近代文学に大きな影響を与えたにもかかわらず、芸能そのものが蔑まれていたため、雲散

霧消し古書市で見かけることもなくなりました。五十年かけて集めてきた努力が報われました。審査員はじ

め関係者の方々に改めて御礼申し上げます。ありがとうございました。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎受賞者本人への取材は可能です。 
TEL：090-3050-5724 
E-mail：konanryo@office-kimiko.com 
兵庫県西宮市在住 

 
◎当市から授賞式の写真提供は可能です。 



 

 

 

 

      

       

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な蒐集品】   明治期の演芸速記本など古書約１万点 

明治末～大正 講談雑誌各種 

「新聞付録 寛永三馬術」 

「大石内蔵助」「賊ヶ嶽大合戦」 

「猿飛佐助」 

大阪講談雑誌「百千鳥」「ことばの花」 



 

水木十五堂賞 選考委員会 

 

   

委 員 長  千 田  稔 （奈良県立図書情報館長） 

副委員長  神 崎 宣 武 （旅の文化研究所長） 

委 員  岡 本 彰 夫 （奈良県立大学客員教授） 

委 員  久留島 浩 （国立歴史民俗博物館長） 

委 員  瀧 浪 貞 子 （京都女子大学名誉教授） 

委 員  武田佐知子 （大阪大学名誉教授） 

委 員  松 本  紘 （理化学研究所理事長） 

委 員  柳 澤 保 徳 （郡山城史跡・柳沢文庫保存会副理事長） 

委 員  吉田栄治郎 （郡山城史跡･柳沢文庫保存会研究員） 

委  員  上 田  清 （大和郡山市長） 
 

（平成３１年４月１日現在） 

   

   

   

   

   

   



「水木十五堂賞」 歴代受賞者 一覧 

◆ 第１回 水木十五堂賞 （平成２４年度） 

 ・受 賞 者 荒俣 E

あらまた

A A E 宏 E

ひろし

A （作家、博物学者、評論家）  

 ・選考理由 博物学者、作家、評論家など、幅広い分野で活躍されるととも

に、様々な資料等の蒐集を行われ、現代の『生き字引』にふさ

わしい博識でもって社会に貢献されている。 

 

 ・授 賞 式 平成 25 年 2 月 2 日（土） やまと郡山城ホール 
   

◆ 第２回 水木十五堂賞 （平成２５年度） 

 ・受 賞 者 
AE肥田 E

ひ だ

A AE晧三 E

こうぞう

A （元関西大学文学部教授）  

 ・選考理由 書誌学者、日本文学者として、大阪の庶民文化、近世文学、上

方芸能史などに関する研究と膨大な資料蒐集を行われ、『なに

わ学』の大家として社会に貢献されている。 

 

 ・授 賞 式 平成 26 年 2 月 9 日（日） やまと郡山城ホール  
   

◆ 第３回 水木十五堂賞 （平成２６年度） 

 ・受 賞 者 
AE四代目 E

よ だ い め

A AE市川 E

いちかわ

A AE猿之助 E

え ん の す け

A （歌舞伎役者、俳優）  

 ・選考理由 歌舞伎役者、俳優等として幅広く活躍されるとともに、多数の

浮世絵や陶磁器などの蒐集を通して、わが国の伝統文化の継

承・発展に貢献されている。 

 

 ・授 賞 式 平成 26 年 12 月 26 日（金） やまと郡山城ホール  
   

◆ 第４回 水木十五堂賞（平成２７年度） 

 ・受 賞 者 
AE辻本 E

つじもと

A AE一 E

か ず

AAE英 E

ひ で

A （阿波木偶箱まわし保存会顧問）  

 ・選考理由 戦後、消滅しかけていた徳島県に特徴的な木偶人形による阿波

木偶箱まわしで用いる木偶や用具などの資料の蒐集を行われ、

伝統芸能の復興・継承に大きく関わり、社会に貢献されている。 

 

 ・授 賞 式 平成 28 年 1 月 31 日（日） やまと郡山城ホール 
   

◆ 第５回 水木十五堂賞（平成２８年度） 

 ・受 賞 者 
AE島 E

し ま

A AE利 E

り

AAE栄子 E

え こ

A （女性の日記から学ぶ会代表）  

 ・選考理由 従来注目されることが少なかった庶民、特に女性の日記の蒐集

を行い、庶民の暮らしを実証する貴重な資料として保存、活用

し、次代に正しく伝えることに貢献されている。 

 

 ・授 賞 式 平成 29 年 1 月 29 日（日） DMG MORI やまと郡山城ホール 

 

 



◆ 第６回 水木十五堂賞（平成２９年度） 

 ・受 賞 者 
AE吉田 E

よ し だ

A AE真 E

し ん

AAE一郎 E

いちろう

A （近世麻布研究所所長、美術家）  

 ・選考理由 江戸時代から近現代まで日本人が着用していた『麻』などの自

然布の蒐集を行い、産地を示す印や繊維に関する膨大な研究か

ら高い評価を受け、その成果は社会的にも貢献されている。 

 

 ・授 賞 式 平成 30 年 1 月 27 日（土） DMG MORI やまと郡山城ホール 

 

◆ 第７回 水木十五堂賞（平成３０年度） 

 ・受 賞 者 
AE保山 E

ほ ざ ん

A AE耕一 E

こういち

A （映像作家）  

 ・選考理由 大和の風景と時の移ろいを秀逸な映像叙事詩として蒐集し、ま

た、その映像を様々な手法で広く紹介するとともに、テレビ番

組「情熱大陸」「世界遺産」などの映像も制作し、それらの作

品は映像作家として高い評価を受けている。 

 

 ・授 賞 式 平成 3１年 1 月 26 日（土） DMG MORI やまと郡山城ホール 
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概 要 

 
 
 
 
 
 
 

１ 趣旨 

   大和郡山市民一人ひとりが互いの価値観や個性の違いを認め合い、すべての人の

人権が尊重され、多様性が認められる共生社会の実現を目指して、性的マイノリ

ティであるカップルが、その自由な意思により相互にパートナーであることを宣

言し、市がこれを認証する、大和郡山市パートナーシップ宣誓制度を導入します。 

２ 制度導入の時期   令和２年４月１日 

３ 制度導入の背景 

  「多様な性」（ＬＧＢＴＱなど）については、社会的な理解が進まず、当事者は、

いわれのない偏見や差別にさらされています。ＬＧＢＴＱであることを表明できない

ばかりに、自分らしく生きることができずに苦しんでいる方も少なくありません。本

市においても、中学生が、自らトランスジェンダーであることをカミングアウトした

事例もあり、当事者に対する正しい理解と、適切な支援が求められるところです。 

  市では、本年３月の「大和郡山市男女共同参画基本計画（第三期）」の改訂にあた

り、「多様な性（ＬＧＢＴＱなど）への理解促進と支援の充実」を施策に掲げ、今年

度はＬＧＢＴＱに関する啓発パンフレットの配布や、レインボーマークの作成を通じ

て、性的マイノリティに対する理解者・支援者としての本市の姿勢を広く内外に発信

しているところです。 

  これらの取り組みをさらに推し進めるための新たな施策として「大和郡山市パート

ナーシップ宣誓制度」を導入するものです。 

  本制度は、性的マイノリティのカップルを「結婚に相当する関係」として自治体が

認めるものですが、婚姻制度とは異なり、その関係を法的に保護するものではありま

せん。しかしながら、当事者にとっては、自治体が、性的マイノリティの関係性を公

認し、寄り添う姿勢を示すこと自体に意義があるものと考えます。 

  本制度の導入により、性的マイノリティの方々が抱える生きづらさや不安が少しで

も解消され、ひいては、すべての人の人権が尊重され、多様性が認められる共生社会

の実現に寄与することを期待するものです。 

４ 全国の自治体の状況 

 制度導入自治体（令和元年１１月現在）２８自治体（１県５区２１市１町） 

  宣誓した同性パートナー認知数（令和元年１０月８日現在）  ６１７組 

       
問合せ 

      

 

大和郡山市 市民生活部 人権施策推進課（0743-53-1558） 

 

奈良県大和郡山市 



制度の概要

【対象者の要件】

次のすべての要件を満たしていることが必要。

① 双方が成年に達していること

② 双方が市内に住所を有していること

（市内への転入を予定している場合も含む）

③ 双方に配偶者がいないこと及び当事者以外の者とパートナーシップ

の関係にないこと

④ 宣誓をする二人が近親者でないこと

【宣誓に必要な書類】

① パートナーシップ宣誓書

② パートナーシップの宣誓に関する確認書

③ 住民票の写し又は住民票記載事項証明書

④ 配偶者がいないことを証明する書類（独身証明書、戸籍抄本など）

本人確認のため、次のいずれかの提示が必要。

① 個人番号カード（マイナンバーカード）

② 旅券（パスポート）

③ 運転免許証

④ その他 官公庁が発行した免許証、許可証などで本人の顔写真が貼

付されたもの

【パートナーシップ宣誓手続きの流れ】

①宣誓日の事前予約 市役所の窓口に来ていただくか、電話かメールで

連絡の上、宣誓日時を予約。

（事前予約受付先）人権施策推進課

（事前予約受付時間）平日８：３０～１７：１５

②パートナーシップ宣誓 宣誓しようとする二人で来庁いただき、市職員の

立ち会いのもと、宣誓書及び確認書に必要事項を

記入し、必要書類と共に提出。

（宣誓書対応時間）平日９：００～１６：００

③宣誓書受領証の交付 本人確認及び宣誓内容や要件を審査し、適正と認

めた場合は、受領証を交付。



パートナーシップ宣誓書受領証（様式）

（表）

第 － 号

パートナーシップ宣誓書受領証

大和郡山市パートナーシップの宣誓の取扱いに関する要綱

に基づき、パートナーシップの宣誓をされたことを証します。

宣誓日 年 月 日

様（ 年 月 日生）

様（ 年 月 日生）

年 月 日

大和郡山市長 印

（裏）

大和郡山市では、市民一人ひとりが互いの価値観や個性の違いを

認め合い、すべての人の人権が尊重され、多様性が認められる共

生社会の実現をめざしています。

この受領証は、法律上の効果が生じるものではありませんが、お

互いを人生のパートナーとして日常の生活において協力し合うこ

とを宣誓されたことを証することにより、お二人がいきいきと輝

き、活躍されることを期待しています。

これからの人生をともに歩まれるお二人のご多幸を願います。

この受領証の提示を受けられた方は、上記の趣旨を十分ご理解く

ださいますようお願いします。

特記事項（ ）

備考 １ 寸法は、縦 ミリメートル、横 ミリメートルとする。54 86

２ 表面の背景には、適宜意匠を加えるものとする。

３ 特記事項欄には、通称名の場合は戸籍上の名称を、再交付をした場合は交

付年月日を記載する。




